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一回戦　都立武蔵高校（83 期　金森岳）
　インターハイ予選一回戦、相手は都武蔵。三年
生にとっては負けた時点で引退となる最後の大会
である。
　１Qは非常にディフェンスで相手を撹乱するこ
とが出来ていた。＃４宇野や＃６臼田のミドル
シュートが要所で決まっていたのと、＃11小野寺
のゴール下での力強いプレイが目立ち、36対 16
という大差で１Qを終えた。しかし２Q、相手が
こちらのディフェンスに少し慣れてドリブルで突
破し出したのに対して、凡ミスが出てしまい、逆
に点差を詰められて前半を終えた。
　３Qが始まるとプレイに少し積極性が戻り相手
のミスを誘発した。その結果このクォーターを終
えた時点で 87対 52と大差をつけて試合をほぼ
決定づけた。４Qはほぼベンチメンバーで戦った
のだがどのメンバーも自分の力を存分に出そうと
プレイしていた。
　最終的に 104－73で勝利して二回戦に駒をす
すめた。１Qのような積極性で 40分間戦えると
良いと感じたと同時に、次の試合も楽しみだとい
う期待感も抱くことが出来た試合であった。

二回戦　墨田川高校（83 期　菅原超）
　ケガのためスタートのフォワードを務める上野
は出場できなかったが、試合開始からセンター小
野寺を中心に得点を重ね差を広げた。キャプテン
宇野はドライブ、スリーポイントと内外から得点
し、インサイドでは小野寺のほか、２年生の宮澤
万里もスピンムーブなど巧みなローポストプレイ
を見せた。ディフェンス面では２年生の高木の高
い身体能力が光り、相手ガードを苦しめた。終盤
では松本、宇野、臼田、三宅、小野寺の３年生５
人でのプレイも見られた。松本は堅実なディフェ
ンスを見せ、臼田は正確無比なシュートで応援席
を沸かせた。三宅は途中から入部した選手だった
が、オフェンスにおけるセンスが抜群であり体格
もいいので、サイズのない墨田川相手を圧倒した。
３Ｑには相手も流れにのり速攻などで点を取られ
たが、終始安心して見ていられるゲームであった。
最終スコアは 101－55。

三回戦　筑波大付属高校（82 期　脇田和慶）
　キャプテンの活躍が光った試合だった。余力を
残しつつ、筑波大付属高校を破り 1つの壁であ
る都ベスト３２進出を果たした。
　試合序盤は両チーム緊張もあるのかシュートが
なかなか決まらず。ゴール下のシュートミス、イー
ジーミスが目立つ。１Qは２１－１９の2点リー
ドで終える。２Qは固さも取れディフェンスが機
能。オールコートでのプレスからボールを奪い速
攻という形が出始め、一気にリードを奪う。中心
となったのはキャプテン宇野と 2年生宮澤。宇
野は積極的にゴールにアタック、３Ｐも沈めた。
2年生宮澤はファウルトラブルで苦しんだセン

ター小野寺の代わりに出場。インサイドに加え、
ミドルシュートも沈めてセンターの穴を埋めた。
気づけば５４－３６。後半は控え選手も出始め、
最終的なスコアは９６－７６となった。
　最上級生は自分が高校 2年生の時に中学入部し
た代ということもあり、現役時代はよくバスケを
する姿をみたものだった。その中学生が最上級生
になり、たくましくプレーし、ベスト３２を突破。
大袈裟かもしれないが「よくぞここまで成長した」
と言いたくなるほどであった。またこの試合では
キャプテン宇野の活躍が嬉しかった。下級生の時
にはなかったプレッシャー、精神的な責任はあっ
ただろう。最近の試合ではなかなか彼の強みでも
ある「思い切りのいいプレー」を出せずに終わっ
ていたように感じる。しかし、最後の引退をかけ
た試合ということもあり、ふっきれたのか試合で
は本当にのびのびと思い切りよくプレーしてい
た。いままでチームを精神的も技術的にも必死に
引っ張ってきたチームの大黒柱の姿が特に印象的
な試合であった。

四回戦　石神井高校　（78 期　木本健一）
　第一試合の筑波大付属戦に快勝、ベスト 32進
出を決めてのダブルヘッダー 2試合目の相手は都
立石神井。新人大会で苦汁をなめた相手との再戦
となりました。新人大会・関東大会予選と惜しい
ところで敗戦が続いていましたが、インターハイ
予選までの猛練習の結果、完成度の高いベスト
16を十分に狙える力をつけてきていました。
　しかし石神井高校は一枚上手でした。支部選抜
チームに選出された 2選手を中心とした個々の能
力の高さはもちろん、力を入れる部分・引く部分
のメリハリのうまさ、体の寄せの速さなど細かい
テクニックも備えた強いチームでした。
　試合序盤から相手のペースにうまく引き込ま
れ、前半から 20点差前後で試合は推移していき
ました。最終ピリオドで意地を見せ、怒涛の追い
上げ。一時は 10点差まで迫るものの、要所を締
められ結果的には 20点差で敗戦。高 3はこの試
合を最後に現役引退となってしまいました。
　中学のときには都大会出場、都ベスト 16まで
上り詰めた彼らでしたが、高校に上がると主力の
退部や、下級生の退部が相次ぎ、正直辛い思いを
したと思います。また、震災の影響で一番力がつ
く時期に練習ができなかったという不運もありま
した。しかし、それら全てを受け止め、乗り越え、
彼らは一つのチームとして心を一つに活動してい
ました。
　試合後、引退する高 3だけでなく、下級生の多
くが悔し涙を流していました。その姿を見て、こ
の一年間の辛かったこと、楽しかったことの全て
をチーム全員で共有し、まとまっていったんだな
と強く感じました。高 3は現役としての活動は終
わりましたが、今後はOBとして後輩育成等、バ
スケ部に関わり続けてほしいです。また、バスケ
部で経験したことを今後の人生の糧として過ごし
ていってほしいです。高 2以下は今年の悔しさを
バネに、是非都 16を目標にいいチームを作って
下さい。今後の彼らの活躍を楽しみにしていま
す！

高校試合結果
【新人戦（第四支部）】
２０１０年１０月２４日
武蔵○１０５－５１都武蔵丘
２０１０年１０月３１日
武蔵○１００－７３都国分寺
２０１０年１１月３日
武蔵○１１９－６９本郷
２０１０年１１月７日
武蔵●６６－８６都石神井
【新人戦（都大会）】
２０１１年１月９日
武蔵６９●－１０５都城東
【関東大会（Ｄブロック）】
２０１１年４月２４日
武蔵○９７－６５和光
２０１１年４月２９日
武蔵●６７－８０都練馬
【インターハイ（Ｃブロック）】
２０１１年５月２２日
武蔵○１０４－７３都武蔵
２０１１年６月５日
武蔵○１０１－５５都墨田川
２０１１年６月１２日
武蔵○９６－７６筑波大附
２０１１年６月１２日
武蔵●６６－８５都石神井
（ベスト３２）

中学試合結果
【新人大会（練馬地区）】
２０１０年１０月３日
武蔵○対貫井
２０１０年１０月１０日
武蔵●４１－７６関
【春季大会（練馬・中野・杉並ブロック）】
２０１１年４月１７日
武蔵○７７－１６杉並区立高南中
２０１１年４月２４日
武蔵●５２－５６練馬区立南が丘中
【選手権大会（練馬地区）】
２０１１年６月１２日
武蔵○７８－５９大泉西
２０１１年６月１９日
武蔵●５１－８８開進三

【
物
故
者
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だ
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と
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げ
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郎
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平
成
23
年
度
Ｒ
Ｋ
Ｍ
総
会
は
６
月
９

日
（
木
）
に
日
本
教
育
会
館
（
一
ツ
橋
）

に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。
昨
年
を
上
回

る
53
名
の
方
に
出
席
頂
き
、
賑
や
か
な

会
と
な
り
ま
し
た
。
先
生
２
名
、
旧
制

２
名
、
24
〜
50
期
41
名
、
51
〜
85
期
８

名
と
、
若
手
の
忙
し
い
世
代
と
学
生
の

出
席
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、
今

後
も
幅
広
い
世
代
が
出
ら
れ
る
よ
う
工

夫
し
て
い
き
ま
す
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後
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史
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フ
ァ
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ド
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て
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０
１
１
年
度
か
ら
毎
年
10
万
円
を
積
立

て
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
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あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
広
が
り
盛
り
上

が
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懇
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途
中
、
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桑
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流
正
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さ
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よ
り
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畑
公
の
顔
を
プ
リ
ン
ト
し
た
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畑
公
T
シ
ャ
ツ
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詳
し
く
は
３
ペ
ー

ジ「
畑
公
の
墓
掃
除
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
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が
披
露
さ
れ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
見

た
32
期
印
南
文
雄
さ
ん
が
そ
の
場
で
購

入
、
早
速
着
用
し
て
ス
ピ
ー
チ
す
る
な

ど
、
例
年
に
な
い
楽
し
い
サ
プ
ラ
イ
ズ

も
あ
り
ま
し
た
。

　　　

今
年
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目
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R
K
M
１

０
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史
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刊
プ
ロ
ジ
ェ
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（
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K
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ア
ー
カ
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上
げ
で
し
た
。

48
期
竹
原
徹
雄
幹
事
よ
り
パ
ソ
コ
ン
を

用
い
た
判
り
や
す
い
プ
レ
ゼ
ン
が
あ
り

ま
し
た
。
要
旨
は
、

(1) 

R
K
M
の
１
０
０
年
の
「
記
録
」
と

「
記
憶
」
を
「
畑
バ
ス
ケ
」
と
「
山
崎
バ

ス
ケ
」
に
つ
な
げ
て
ま
と
め
る
こ
と

(2) 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
P
T
）
に

平
成
23
年
度
総
会
報
告

インターハイ予選観戦記
　－ベスト 32 進出－

次
回
総
会
予
定

対　大泉西中学校（44 期　吉永隆行）
　中学の試合を観に行きました。高校も行き
たかったのですが、会社での仕事もあり、自
宅に近い会場へしか時間が取れませんでした。
なんと、黒板先輩も来ておられました。試合
は７８－５９で武蔵中の勝利でした。点数の
割には前半は接戦でした。中学チームは層も
厚く、個性的な選手が目立つチームでした。
三浦コーチの指導の下、よくまとまって、今
後が楽しみです。中学生らしくまだ荒削りな
部分は多いですが（この時期はまとまってな
いほうがいい）、基礎をじっくり鍛えていけば
高校になってから期待が持てそうです。

中学観戦記

Vol .
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ま
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役
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し
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次
回
総
会
は
平
成
24
年
（
２
０
１
２

年
）
６
月
上
旬
を
予
定
し
て
ま
す
。
詳

細
決
定
次
第
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び

メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
０
０
周
年
記
念
活
動

キ
ッ
ク
オ
フ

1

2

3

4
5 6

1：集合写真
2：吉澤会長挨拶
3：瀬古氏による乾杯
4：畑公 Tシャツ
5：山崎先生を囲む
6：30-40 期台

編
集
後
記

・
現
役
の
校
内
合
宿
を
覗
い
て
来
ま
し
た
。

夕
食
後
に
は
多
く
の
若
手
Ｏ
Ｂ
が
練
習
相
手

に
な
っ
て
お
り
、
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
Ｐ
・
総
務　

桑
水
流
）

・
1
0
0
周
年
記
念
活
動
の
キ
ッ
ク
オ
フ
も

で
き
ま
し
た
の
で
、
今
年
の
会
報
は
若
手
か

ら
の
発
信
を
重
点
に
し
た
内
容
と
し
て
み
ま

し
た
。
今
後
も
各
年
代
で
の
活
動
や
意
見
を

と
り
い
れ
て
1
0
0
年
を
目
指
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
積
極
的
な
発
信
を

お
願
い
し
ま
す
。（
会
報
編
集
長　

福
本
）

・「
R
K
M
1
0
0
年
史
発
刊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
R
K
M
ア
ー
カ
イ
ブ
構
想
）」
の
総
会
プ
レ

ゼ
ン
を
作
成
す
る
だ
け
で
も
「
畑
バ
ス
ケ
」

の
「
記
録
」
と
「
記
憶
」
に
十
分
に
浸
れ
ま

す
ね
。
今
後
の
P
T
活
動
で
は
、
浸
り
す
ぎ

て
溺
れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
す
？
！
勿

論
、
資
金
面
も
頑
張
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
会
計
幹
事　

竹
原
）

・
新
装
な
っ
た
武
蔵
の
コ
ー
ト
に
描
か
れ
た

白
雉
、
見
事
な
デ
ザ
イ
ン
に
感
心
し
ま
し
た
。

100

年
史
発
刊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
あ
る
い
は

RKM

ア
ー
カ
イ
ブ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
ぜ
ひ
お

願
い
し
た
い
。（
会
報
レ
イ
ア
ウ
ト　

桑
田
）

平成 23 年度総会報告 中高試合結果・幹事会より



　

ま
た
今
年
も
こ
の
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
47
期
（
３
年
生
：
八
代
、
桑

水
流
、
本
多
）、
48
期
（
２
年
生
：
竹
原
、

福
本
、
渋
谷
、
高
原
）、
49
期
（
１
年
生
：

吉
田
、
鰐
渕
、
野
口
、
黒
田
、
秋
山
）

の
Ｒ
Ｋ
Ｍ
の
面
々
（“

47

－

49
会”

と
勝

手
に
命
名
）
が
、
６
月
29
日
の
畑
公
の

命
日
に
合
わ
せ
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
毎
年

１
泊
２
日
の
ゴ
ル
フ
＆
墓
参
を
続
け
て

い
ま
す
。
平
成
23
年
の
日
程
は
６
月
11

日
（
ゴ
ル
フ
）
と
12
日
（
墓
参
）。
今

年
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
集
ま
り

具
合
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、「
練
習

に
集
ま
る
努
力
」
が
身
に
染
み
つ
い
た

面
々
に
は
大
震
災
も
な
ん
の
そ
の
、
例

年
通
り
の
メ
ン
バ
ー
が
ほ
と
ん
ど
全
員

集
合
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
の
梅
雨
時
に
ゴ
ル
フ
？
と
思
わ

れ
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
が
、こ
の“

４

７

－

４
９
会”

に
は
、
名
古
屋
在
住
で

熱
田
神
宮
の
ご
霊
験
あ
ら
た
か
な
る
八

代
会
長
（
47
期
）
が
鎮
座
し
て
お
ら
れ

ま
し
て
、
最
大
80
％
だ
っ
た
軽
井
沢
地

方
の
降
雨
確
率
が
前
日
に
10
％
ま
で
改

善
し
、
ゴ
ル
フ
当
日
に
は
晴
れ
間
も
見

え
る
奇
跡
的
な
天
気
と
な
り
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
後
は
落
先
輩
（
41
期
）
の
軽
井

沢
別
邸
で
、
畑
公
の
ご
長
男
で
も
あ
る

正
木
先
輩
（
41
期
）
も
交
え
て
の
フ
リ
ー

ス
ロ
ー
大
会
＆
泡
盛
古
酒
堪
能
、
夜
は

佐
久
に
場
所
を
移
し
て“

４
７

－

４
９

会”

総
会
兼
宴
会
を
行
い
、
ま
だ
ゴ
ル

フ
を
し
な
い
２
年
生
の
渋
谷
弘
（
48
期
）

も
自
作
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
持
参
で
翌
日

の
墓
参
の
た
め
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し

た
。

　

さ
て
い
よ
い
よ
12
日
の
墓
参
当
日
で

す
が
、
３
年
越
し
の
夢
で
あ
っ
た“

畑

公
Ｔ
シ
ャ
ツ”

を
全
員
が
着
こ
ん
で
の

墓
掃
除
と
な
り
ま
し
た
。
黒
の
ニ
ッ
ト

地
か
ら
畑
公
の
顔
写
真
を
白
く
色
抜
き

し
た“

畑
公
Ｔ
シ
ャ
ツ”

は
３
年
生
の

本
多
正
孝
（
47
期
：
本
多
染
工
㈱
）
の

労
作
で
、
樹
齢
数
百
年
の
杉
木
立
が
鬱

蒼
と
生
い
茂
る
「
正
安
寺
」
の
荘
厳
な

雰
囲
気
に
大
変
良
く
マ
ッ
チ
し
、
練
習

で
は
一
番
丁
寧
な
？
指
導
を
受
け
て
い

た
本
多
正
孝
の
セ
ン
ス
の
良
さ
が
光
り

ま
し
た
。
墓
掃
除
の
役
割
分
担
も
例
年

の
練
習
の
お
か
げ
で
「
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
」
が
確
立
し
て
お
り
、Ｒ
Ｋ
Ｍ

ら
し
い
短
時
間
で
効
率
的
か
つ
効
果
的

な
墓
掃
除
が
実
現
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
効
果
も
あ
り
、
畑

公
の
お
墓
か
ら
例
年
以
上
に
「
へ
ば
っ

た
ら
が
ん
ば
れ
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え

て
き
た
気
が
し
ま
す
。
墓
参
後
は
こ
れ

も
例
年
通
り
佐
久
の
蕎
麦
屋
で
信
州
蕎

麦
を
堪
能
し
散
会
と
な
り
ま
し
た
。
ち

な
み
に
、墓
参
後
の
蕎
麦
屋
で
当
初
「
試

合
予
定
」
を
消
化
し
た
３
年
生
は
、
名

残
惜
し
い
の
か
、
そ
の
後
も
キ
ャ
プ
テ

ン
桑
水
流
（
47
期
）
の
先
導
で
、
可
愛

い
１
年
生
を
巻
き
込
み
東
京
駅
ま
で

「
延
長
戦
」
に
突
入
し
、
現
役
時
代
畑

公
に
命
名
さ
れ
た“

３
○
○
ト
リ
オ”

の
名
に
恥
じ
な
い
旅
を
満
喫
し
た
の
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
Ｒ
Ｋ
Ｍ
の
結
束
と

発
展
を
誓
っ
た“

４
７

－

４
９
会”

の

面
々
で
し
た
。

(

＊)

こ
の
畑
公
の
言
葉
で
あ
る「
へ
ば
っ

た
ら
が
ん
ば
れ
」
は
墓
石
に
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

う
ち
の
チ
ー
ム
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予

選
で
都
ベ
ス
ト
16
に
入
り
ま
し
た
。

試
合
前
の
ア
ッ
プ
の
時
に
は
ま
っ
た
く

と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
強
く
は
見
え
ま
せ

ん
が
、
実
際
に
勝
負
し
て
み
る
と
そ
こ

そ
こ
や
り
ま
す
。
プ
レ
イ
ス
タ
イ
ル
は

２

－

２

－

１
プ
レ
ス
か
ら
の
速
い
展
開

を
主
と
し
て
お
り
、
速
攻
か
ら
の
流
れ

で
相
手
を
崩
し
て
ま
し
た
。
ま
た
身
長
・

ポ
ジ
シ
ョ
ン
共
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、個
々

の
役
割
が
し
っ
か
り
し
て
い
た
の
で
、

ハ
ー
フ
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
も
う
ま
く
回
っ

て
い
た
と
思
い
ま
す
。

（
キ
ャ
プ
テ
ン
：
藤
森　

記
）

　

２
０
１
１
年
度
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

イ
は
９
月
10
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら

開
催
さ
れ
ま
す
。
R
K
M
は
、
現
役
と

の
交
流
試
合
と
、
恒
例
の
フ
リ
ー
ス

ロ
ー
大
会
（
賞
品
は
お
楽
し
み
）
を
予

定
し
て
ま
す
。
現
役
と
互
角
に
動
き
回

れ
る
若
手
OB
の
参
加
を
期
待
し
て
ま
す
。

　

並
行
し
て
、
２
時
〜
４
時
に
、
高
中

視
聴
覚
教
室
に
て
、
53
期
・
大
津
透
氏

（
民
族
文
化
部
OB
、
東
京
大
学
教
授
）

に
よ
る
「
日
本
古
代
の
『
税
』
の
起
源
」

の
講
演
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、４
時
30
分
〜
６
時
半
に
は
、

高
中
図
書
館
棟
１
F
に
て
、
各
部
合
同

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
（
会
費
：
75

期
ま
で
４
千
円
、
76
期
以
降
３
千
円
、

学
生
２
千
円
）。

　

改
修
が
終
わ
っ
た
体
育
館
を
覗
き
に

同
期
の
方
を
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

　

昨
年
末
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
若
手
幹

事
会
に
出
席
し
た
こ
と
も
あ
り
、
ご
依

頼
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
僭
越
な
が

ら
、
現
役
当
時
の
思
い
出
や
最
近
の
状

況
を
お
伝
え
し
ま
す
。　
　
　
　

〜
現
役
当
時
の
思
い
出
〜

　

若
手
と
言
い
ま
し
て
も
20
年
前
の
記

憶
な
の
で
、
多
少
の
記
憶
違
い
は
ご
容

赦
下
さ
い
。

　

私
達
の
世
代
は
、
畑
先
生
（
以
下
、

畑
公
）
に
数
学
も
教
え
て
い
た
だ
い
た

最
後
の
世
代
か
と
思
い
ま
す
が
、
授
業

の
記
憶
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
省
略

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
部
活
で
は
畑

公
に
は
怒
ら
れ
た
記
憶
し
か
残
っ
て
い

ま
せ
ん
。
と
に
か
く
、フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
を
い
く
つ
も
頭
と
身
体
に
叩
き
込
ま

れ
た
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
体
力
的
に
は
負
け
て
い
る
相
手
で

も
複
数
の
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
駆
使

し
て
、
見
た
目
よ
り
は
勝
つ
こ
と
が
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
戦
績
は
、
１
つ

上
の
66
期
が
強
く
、
中
学
で
は
東
京
都

３
位
、
高
校
で
は
東
京
都
ベ
ス
ト
16
で

あ
っ
た
こ
と
で
、
私
達
67
期
も
シ
ー
ド

校
と
し
て
ベ
ス
ト
16
入
り
を
３
大
大
会

の
う
ち
２
回
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
最
後
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
で
は

負
傷
者
も
複
数
出
て
、
ま
さ
か
の
３
回

戦
敗
退
、
残
り
数
秒
で
の
逆
転
負
け
が

今
で
も
鮮
明
に
記
憶
に
残
っ
て
ま
す
。

泣
き
ま
し
た
。

　

68
期
も
、私
達
の
失
態
で
失
っ
た
シ
ー

ド
を
、
最
後
の
大
会
で
取
り
返
し
、
ベ

ス
ト
16
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。
大
先

輩
に
は
及
び
ま
せ
ん
が
、
割
り
と
戦
績

を
残
せ
た
世
代
な
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
年
間
５
回
の

合
宿
で
す
。
学
校
の
集
会
所
に
宿
泊
す

る
学
校
合
宿
で
は
、
夜
な
夜
な
抜
け
出

し
江
古
田
の
町
で
遊
ん
で
い
た
ら
、
畑

公
に
ば
れ
て
怒
ら
れ
た
の
を
覚
え
て
ま

す
。
朝
練
は
事
前
に
メ
ニ
ュ
ー
を
復
習

し
て
い
ま
し
た
が
、
も
っ
と
ち
ゃ
ん
と

や
る
べ
き
で
し
た
（
笑
）。 

　

学
校
外
の
合
宿
で
は
、
畑
先
生
の
つ

て
で
、
日
立
戸
塚
や
三
井
生
命
柏
、
三

洋
電
機
（
群
馬
）
等
、
実
業
団
の
体
育

館
を
借
り
て
、
た
ま
に
練
習
試
合
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
き
ま
し
た
。

　
「
や
ら
な
い
で
後
悔
す
る
よ
り
、や
っ

て
後
悔
」
と
い
う
言
葉
を
、
合
宿
の
時

に
同
期
が
話
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
は

今
で
も
私
の
座
右
の
銘
と
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
迷
っ
た
ら
や
れ
ば

良
い
、
と
い
う
意
味
で
す
。
脈
絡
も
な

く
書
き
ま
し
た
が
、
年
間
５
回
の
合
宿

で
畑
公
に
み
っ
ち
り
絞
ら
れ
、
素
晴
ら

し
い
仲
間
と
と
も
に
過
ご
し
た
楽
し
い

時
代
だ
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

〜
最
近
の
状
況
〜

　

バ
ス
ケ
部
同
期
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の

集
ま
り
は
、
出
来
て
い
な
い
の
が
実
情

で
す
が
、
個
人
的
に
は
、
バ
ス
ケ
部
の

数
名
に
加
え
、
バ
レ
ー
部
や
サ
ッ
カ
ー

部
の
同
期
も
含
め
て
、
15
人
〜
20
人
位

で
毎
年
12
月
30
日
に
忘
年
会
で
集
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

先
日
始
め
たfacebook

で
、
10
年

位
会
っ
て
い
な
い
同
期
に
連
絡
が
取
れ

た
の
で
、
是
非
集
ま
り
を
拡
大
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
度
春
の
ゴ
ル
フ
会
は
４

月
27
日
（
水
）
に
ブ
リ
ッ
ク
ア
ン
ド
ウ
ッ

ド
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
Ｒ
Ｋ
Ｍ
メ
ン
バ
ー
・
お
茶
の
水
付
属

Ｏ
Ｇ
・
メ
ン
バ
ー
の
家
族
の
方
の
参
加

も
あ
り
26
名
の
大
盛
況
で
し
た
。

　

お
天
気
に
恵
ま
れ
て
、
真
剣
に
ゴ
ル

フ
を
な
さ
る
方
、
楽
し
み
な
が
ら
ボ
ー

ル
を
打
っ
て
行
く
方
、
懇
親
会
の
お
酒

を
楽
し
む
方
が
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
い
一

日
を
過
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ゴ
ル
フ
会
は
、
先
輩
、
後
輩
が

歳
に
関
係
な
く
和
や
か
な
雰
囲
気
で
親

交
出
来
る
会
で
す
の
で
、
今
後
は
ま
だ

参
加
さ
れ
た
事
が
な
い
若
い
仲
間
が
一

人
で
も
多
く
参
加
さ
れ
る
事
を
祈
っ
て

お
り
ま
す
。

　

秋
の
ゴ
ル
フ
会
は
１
０
月
５
日（
水
）

に
ブ
リ
ッ
ク
ア
ン
ド
ウ
ッ
ド
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
で
開
催
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま

す
。
奮
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ゴ
ル
フ
場
は
デ
ズ
モ
ン
ド
・

ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
が
日
本
に
遺
し
た
最
後

の
ゴ
ル
フ
場
で
、
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
メ

ン
バ
ー
の
た
め
の
日
本
で
も
希
有
な
ア

メ
リ
カ
ン
ス
タ
イ
ル
の
コ
ー
ス
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

素
人
の
集
ま
り
で
あ
る
メ
ン
バ
ー
達

で
運
営
し
て
い
る
の
で
サ
ー
ビ
ス
と
い

う
点
で
は
不
満
が
有
る
と
思
い
ま
す

が
、
幹
事
と
し
て
、
こ
の
ゴ
ル
フ
場
の

使
い
勝
手
が
良
い
の
は
平
日
な
ら
人
数

の
増
減
を
気
に
せ
ず
に
運
営
出
来
る

事
、
ア
ク
セ
ス
も
東
京
駅
Ｏ
Ｒ
品
川
駅

か
ら
バ
ス
で
送
迎
し
て
く
れ
る
事
（
所

要
時
間
１
時
間
・
バ
ス
代
３
１
５
０

円
）、
費
用
が
他
の
ゴ
ル
フ
場
に
比
較

す
る
と
安
く
出
来
る
と
い
う
点
（
パ
ー

テ
イ
ー
込
１
２
０
０
０
円
）
で
安
心
し

て
案
内
が
出
来
る
事
で
す
。

Ｒ
Ｋ
Ｍ
ゴ
ル
フ
会
幹
事
：
鹿
子
木
雅

（
36
期
）　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：

m
kano@

fk9.so-net.ne.jp

新
会
員　

85
期
チ
ー
ム
紹
介

2
0
1
1
年
度
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
の
ご
案
内 

Ｒ
Ｋ
Ｍ
ゴ
ル
フ
会
報
告
と

次
回
開
催
案
内

現
役
当
時
の
思
い
出

67
期　

太
田
垣　

大
将

現
役
活
動
報
告

　
　
　
　

体
育
科
・
高
校
コ
ー
チ

　
　
　
　
山
崎　

正
晴

【
現
役
支
援
金
の
使
途
】

　

支
援
金
の
う
ち
10
万
円
を
高
校
生
の

外
部
ト
レ
ー
ナ
ー
代
と
し
て
使
用
い
た

し
ま
し
た
。
残
金
は
高
校
・
中
学
の
ボ
ー

ル
代
と
し
て
10
個
ず
つ
購
入
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
加
え
て
、
こ
の
夏
の

校
内
合
宿
に
際
し
て
は
差
し
入
れ
も
し

て
い
た
だ
き
、
生
徒
達
が
非
常
に
感
謝
・

感
激
し
て
お
り
ま
し
た
。
OB
の
方
々
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
現
役
の
近
況
】

　

去
る
7
月
に
体
育
館
の
床
張
り
替
え

工
事
を
行
い
ま
し
た
。
昭
和
43
年
に
竣

工
し
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ

以
降
現
在
ま
で
張
り
替
え
を
行
っ
た
様

子
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
張
り
替
え
を

行
う
に
至
っ
た
理
由
の
一
つ
が
ル
ー
ル

変
更
に
伴
う
コ
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
の
改
正

で
す
。
変
更
点
は
ゴ
ー
ル
下
の
台
形
が

長
方
形
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
で
は
こ
れ
を

チ
ャ
ン
ス
と
し
て
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ク
ル

に
、
チ
ー
ム
の
マ
ス
コ
ッ
ト
で
は
な
い

で
す
が
、
イ
ラ
ス
ト
を
い
れ
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
是
非
体
育
館

に
足
を
お
運
び
い
た
だ
い
て
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
を
お
奨
め
い
た
し
ま
す
。

こ
の
イ
ラ
ス
ト
は
バ
ス
ケ
部
OB
で
現
在

東
京
大
学
理
2
に
在
籍
し
て
お
り
ま
す

80
期
・
大
久
保
智
樹
君
が
苦
心
し
て
制

作
し
て
く
れ
ま
し
た
。白
雉
が
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
を
抱
い
て
い
る
姿
を
モ
チ
ー

フ
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。バ
レ
ー

コ
ー
ト
に
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
抱
い
て

い
る
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
是
非
、

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
等
の
機
会
に
足

を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
今
後
と
も
生

徒
共
々
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
声
援
の

程
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

48
期　

高
原　

洋
太
郎

畑
公
の
墓
掃
除

　
「
へ
ば
っ
た
ら
が
ん
ば
れ(

＊)

」

会員の活動紹介・近況報告 新会員紹介・現役活動報告など 
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２ ３

4

5
6

7

1：瀬戸　峻平
2：篠崎　匠
3：作山　克也
4：藤森　翔大
5：林　雅敏
6：東　航平
7：石崎　宣貴


